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粘着ラベルとは？

表面基材
粘着剤

剥離紙／剥離フィルム

グラシン紙にシリコンを塗布 PETフィルムにシリコンを塗布

多くのものが廃棄されている



粘着ラベルの種類

固定情報ラベル 可変情報ラベル

商品に装飾を施し、意匠性を高める。
商品情報を表示する。 プリンタを用いて無地のラベルへ情報を印字する。



粘着ラベルのフィールド（固定情報ラベル）



粘着ラベルのフィールド（可変情報ラベル）



日本の印刷物市場規模（2023年）

出典：日本のラベル市場2024



台紙の種類と出荷量

フィルム（主にPET）

基材

基材
フィルム（主にPE）

ラベル新聞社調べ

量が多い紙系台紙を対象とする。以降『剥離紙』と称します。

構成比出荷量（万㎡）目止め基材
70.4%96,146ダイレクトシリコン

グラシン紙
4.3%5,884ポリラミ
13.8%18,821クレーコート

上質・クラフト紙
4.6%6,226ポリラミ
2.3%3,205ダイレクトシリコンフィルム
4.6%6,218ライナーレス

100.0%136,500合計

シリコーン

シリコーン

＜ポリラミ＞

＜ダイレクトシリコーン＞

シリコーン

２０２３年度排出量 ８２億個X１８ｇ＝約１４
万８千ｔ※出典：㈱日本経済綜合研究センター
「包装資材シェア事典2023年版」
※7オンスカップの重量（ラベル循環協会調べ）

【参考：紙コップとの比較】



ラベル台紙のCO₂排出量

＊本データは産総研IDEA Ver.3.3の気候変動
IPCC2021 GWP100aを使用しています。
計算方式の見直しや採用しているデータの更新などに
よって、排出量の計算値が更新される場合があります。
算出結果は、2024年9月時点での当団体ルール、
モデルケースに基づくものとなります。







ラベル業界の循環型社会を造るために

＜①社会課題＞
１．循環型社会への移行の中で、シール・ラベル製品も資源循環を推進しなければならない。
特に使用済みの剥離紙は顧客から見ると廃棄物であるが、これを製紙原料に再生することが狙いである。

２．コモディティ製品でありながら製品循環の取組が行われていない
３．社会インフラでもあるシール・ラベル業界の存続。

＜②運営課題＞
１．個社のサービスでは限界がある。
２．循環の収益性

＜③参画メンバー＞
１．当取組に賛同いただけるラベル使用顧客
２．廃棄物回収企業
３．紙リサイクル企業
４．製品加工企業
５．タック紙製造企業
６．ラベル製造企業

＜④課題解決案＞
１．シール・ラベル業界でリサイクルシステムを立ち上げる。
２．エンドユーザーに理解浸透を行う。

国内におけるラベル製品は約11万トン/年流通しており、
その大半が廃棄物となっています。※73g/㎡で計算
剥離紙は100%ﾊﾞｰｼﾞﾝﾊﾟﾙﾌﾟでできており、
回収・脱ｼﾘｺｰﾝができれば、「再生ﾊﾟﾙﾌﾟ」として市場価値
が生まれる可能性がある。
※参考：使用済み牛乳ｶｰﾄﾝは、18.7万ﾄﾝ/年(2019)



なぜリサイクルされてこなかったか？

粘着剤が製紙製造工程で混入すると品質障害になる。
剥離紙の表面に離型性を上げる為にシリコーンが塗布されており、シリコーンは分散
する為取り除く事は難しい、古紙として混入すると再生紙の品質障害につながる。



2021年～
・運営組織設立
準備検討

2022年～
・組織設立（準備団体）
・再生実証テスト
・回収実証テスト

2023年～
・一般社団法人化
・運営開始

2024年～
・マテリアルリサイクル
事業開始

2025年～
・ラベル循環確立

公の活動とするために一般社団法人設立

NEXT STEP＞適正分別、適正ルートに乗せることで資源になるという
正しい情報を社会に伝え、サプライチェーン全体で資源循環の推進する。



設立会社

●法人名：一般社団法人 ラベル循環協会
剥離紙に限定した取組でなくラベル業界における循環型社会を意識した。

●略称：J-ECOL（ジェーコル）

※商標登録申請済

（事務所）東京都台東区（全日本シール印刷協同組合連合会 と同じ場所）

（目的）当法人は、ラベル業界における循環化社会を創造し、もって循環型済社会を活性

化することを目的とする。

（事業）当法人は、前条の目的を達成するため、次の事業を行う。

１、ラベル資材のリサイクルにおける調査研究事業

２、前号に掲げる事業に関する知識の普及を図るための教育および情報の提供

３、その他当法人の目的を達成するために必要な事業

（理事）本宮晴哉（リンテック）、佐藤寛訓（大阪シーリング印刷）

佐々島伸之（王子タック）、髙島哲也（サトーHD）

（監事）田中祐（山王テクノアーツ）☚全日の会長



ありたい姿

想定される資源循環



事業内容



●J-ECOLは個社の取組でなく、ラベル製品に関わる企業（使用者、製造者）の皆様と循環型経済（CE）を協創することを
目指しています。

J-ECOLの役割



＜前提＞
・剥離紙は『専ら物』
・現時点で剥離紙は古紙
原料として価値が低く、
有価物扱いが難しい。

・指定運送便（元払）☛別紙
段箱の場合２０㎏未満
上下H貼（飛散防止）
BOXチャーター等

J-ECOL指定
古紙問屋様

・資源委託契約

リサイクル企業様

A

B

＜専ら物として移動＞

ストック

・古紙業者へ収集委託

ラベルが混入しない様に分
別周知してください。
紙管も大丈夫ですが、剥
離紙と分けてください。
ビニール袋には入れないでく
ださい。

排出企業様

物量
（少ない）

物量
（多い）

・指定場所へ持込

C

＜収集コンテナ等を設置＞

・ダンボール板紙
・ボール板紙
・紙管
・トイレットロール
・再生パルプ

剥離紙リサイクルの流れ



古紙
問屋1

古紙
問屋3

古紙
問屋2

③各社で一次窓口として立って
いただき、対応可否を検討

リサイ
クラー
１

リサイクラー会員

⑤対応可能リサイクラー
が複数あれば全て紹介

④各社から事務局へ
対応可否を報告

⑧実現した取組事例
を事務局へ報告

⑦ラベル使用企業が検討した結果をA社がフィードバック

リサイクルフローについて

①現状をヒアリングしてシートを埋め
てJ-ECOL事務局へ送付

②事務局からJ-ECOL会
員のリサイクラーへヒ
アリングシートを共有

 印刷コンバータ・タック紙製造企業様の推進活動（下記A社）

※情報共有をリサイクラー会員に限定
する理由
・ラベル使用企業の企業情報漏洩防止
・リサイクルにご賛同いただけている

⑥⑤のリサイクラー
を紹介

※J-ECOLはリサイクラー
の選定には介在致しません。

A社
（J－ECOL会員）

A社
（J－ECOL会員）



事例①
村田製作所様

リサイクル事例紹介



事例②
ロート製薬様株式会社様

リサイクル事例紹介



Nisseysangyo Co., Ltd. ‒ Custom-made Pulp 
Manufacturer

草加工場｜日本製紙株式会社｜日本製紙グループ
(nipponpapergroup.com)

リサイクラーの状況



現在（11月5日）、受け入れ調整中です。

リサイクラーの状況



会員（24年10月21日現在）

その他関連団体



2021年～
・運営組織設立
準備検討

2022年～
・組織設立（準備団体）
・再生実証テスト
・回収実証テスト

2023年～
・一般社団法人化
・運営開始

会員に皆様にご協力いただきたいこと

適正分別、適正ルートに乗せることで資源になるという
正しい情報を社会に伝え、サプライチェーン全体で資源循環の推進する。

2024年～
・マテリアルリサイクル
事業開始

2025年～
・ラベル循環確立

（剥離紙が当たり前に再生紙の資源として扱われている状態）

の普及活動



Thank you

・Webサイト：ラベル循環協会 J-ECOL
https://www.j-ecol.or.jp/

・E-mail ：info@j-ecol.or.jp


